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１ 研究の背景 

本校は、過去２年間、大牟田市研究指定・委嘱校として、体育科学習を中心に「進んで運動の楽しさを

味わう子ども」の育成に取り組んできた。 

・研究１年目 …児童の実態や課題に応じた複数の挑戦の場や練習の場づくり、段階的に動きの習得を目

指すスモールステップの場づくりに取り組んだ。 

・研究２年目 …毎時間の学習において特に身に付けさせたい動き（運動技能）を絞り込み、その確実な

習得を支える体育科学習での言語活動の位置付けに取り組んだ。 

  その結果、児童は、自己の能力に応じた運動に取り組み、意図する動き（運動技能）を身に付け、運動

の楽しさを味わうことができた。 

しかし、これまでの実践において、自己の動きを可視化したり、容易に共有したりすることができず、

動きを高める効果的な学習を展開することができなかった。 

そこで、本年度、本実践研究の助成を受け、録画・再生・加工・拡大・通信機能を備えたＩＣＴ機器を導

入し、それらの機器を効果的に活用した体育科学習の在り方の研究に取り組み、学習指導の一層の充実を

目指すこととした。 

 

２ 研究の目的 

「進んで運動の楽しさを味わう子ども」の育成のため、体育科の指導内容・方法と関連付けた教育課程内

の取組、教育課程外の取組、家庭・地域との連携の点から、体育教育の在り方について総合的に究明する。 

 特に本年度は、体育科学習を中心とした「ＩＣＴを活用した動きの可視化」に取り組み、その成果と課題

を明らかにしていく。 

 

３ 研究の方法 

  次の取組を行い、児童の変容をもとにその成果と課題について検証する。 

（１）体育科学習指導の工夫 

  ① 指導内容の明確化 

② 運動の楽しさを味わう単元構成の工夫 

③ 課題解決を促す学習過程 
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  ④ 課題解決を支援する教師の手立て 

・言語活動の位置付け 

・ＩＣＴを活用した動きの可視化（本年度の重点） 

（２）他教科等と関連による指導内容の拡充・深化 

（３）教育課程外との関連による運動の日常化・習慣化 

（４）家庭・地域との連携による運動の日常化・習慣化 

 

４ 研究の実際（研究の内容・経過） 

（１）研究内容 ・①～④は体育科学習指導の研究内容 

  ① 指導内容の明確化 …運動の特性から分析した運動の内容と児童の実態を照らし合わせて 

    

 

 

 

 

 

  ② 運動の楽しさを味わう単元構成の工夫 …児童の実態と運動の特性に応じて工夫 

 

 

 

 

 

 

  ③ 課題解決を促す学習過程 …問題解決の学習過程を基本に 

【言語活動の位置付け】                           【動きの可視化】 

    （指導内容の明確化とともに）                     （ＩＣＴ機器を活用して） 

     

     

 

 

 

 

 

 
 

④ 課題解決を支援する教師の手立て 

 

運動の内容の分析  

・機能的特性 

・構造的特性 
・効果的特性 

高める動きのイメー

ジをもちやすくする

言葉の追加 

Ａ スパイラル型 
 

Ｂ ステージ型

 
  

Ｃ 複合型Ⅰ 
 

Ｄ 複合型Ⅱ 

活動１ 

活動２ 
活動１

活動２ 

活動３ 

活動２

活動３ 

   【学習過程】 

ひたる   心と体のほぐし 

つかむ   めあての確認 

身に付ける   活動１ 
 
高める     活動２ 

ふりかえる 伸びやがんばり

 めあてを明確にするた

めの言語活動 

 動きを身に付け、高め

るための言語活動 

 達成感・充実感を味わ

うための言語活動 

 前時の課題や本時の動き

の見通しの確認にするた

めの言語活動 

 動きのできばえの確認

や新たな動きの高まり

への見通し 

 動きの高まりの確認と

その共有 

※平成２６年度の重点

活動１ 活動２
活動１ 

学習指導要領の例示

から取り上げる運動

の吟味 
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⑤ 他教科等との関連による指導内容の拡充・深化 …「持久走大会」「発育測定」「歯の健康教室」 

  ⑥ 教育課程外との関連による運動の日常化・習慣化 …「わんぱくタイム」「５分間走」「なわとび」 

  ⑦ 家庭・地域との連携による運動の日常化・習慣化 …「ストレッチの紹介」「体力カードの配布」 

 

（２）ＩＣＴ機器を活用した動きの可視化の実践 （本年度の重点） 

① これまでの課題とその解決のためのＩＣＴ機器の活用 

これまでの体育科学習では、動きを可視化しづらいことにより、次のような課題があった。 

・自己の動きのできばえを確かめにくい。 

・自分やチームの課題をつかみにくい。 

・よい動きのイメージをもちにくい。 

このような課題を解決するために、タブレットＰＣなど最新のＩＣＴ機器を活用し、容易にそして効果

的に動きの可視化を図っていく。具体的には、児童が自己の動きのできばえやチームの作戦の効果を

すぐにその場で確かめたり、児童に必要な情報を容易に教師が提供したりできるようにし、課題の解

決がより効率的に行われるようにするものである。 

  ② ＩＣＴ機器を活用した動きの可視化の実践例    

【実践例１】 １年生「跳び箱遊び」 

   タブレットＰＣで、跳び箱を跳び越す時の動きや着地の時の動き

を撮影し、それをテレビ画面に大きく映し出した。 

課題把握の段階で、モデルとなるよい動きをつかませたり、課題

解決の段階で、動きを高めるポイントを示したりするのに活用した。 

これにより、児童は、跳び箱に手をついたときの体の姿勢や、着

地の際に膝を曲げた姿勢などをとらえ、練習に生かした。 

【実践例２】 ２年生「表現遊び」 

課題把握の段階で、ＤＶＤで動画を視聴させ、虫の動きの特徴を表現することへの意欲と見通しをも

たせた。 

課題解決の段階では、虫眼鏡型デジタルハイビジョンカメラで、

場面に応じた動きを工夫する児童の様子を録画し、動画をテレビ

に送信した。再生・停止・拡大・書き込みなどの機能を生かし、

児童が繰り返し見たり、視点を定めて見たりするようにし、より

よい動きづくりに役立てるようにした。 

この機器は、動画ファイルの呼び出し操作が簡単で、複数の動

きの比較提示も容易にできる。 

【実践例３】 ３年生「８秒間ハードル走」 

８秒間ハードル走でスピードを落とさずにミニハードルや障害

物を跳び越すための動きをタブレットＰＣで撮影した。 

課題解決の段階で、１０インチタブレットＰＣで撮った正面からと

横からの動画を提示し、イメージをつかませるようにした。児童

は、友達のよい動きを見て真似をしようとしたり、自分の動きを
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見て走り方や跳び方を直したりするなどして動きを高めようとした。 

振り返りの段階では、練習前後の動きを提示することにより、動きの高まりをとらえさせることが

できた。 

【実践例４】 ４年生「高跳び」 

課題発見の段階で、モデルとなるよい動きをタブレットＰＣで紹

介した。その動きを頭に入れて児童は練習を始めた。 

課題解決の段階では、練習をしながら、バーを跳び越すときの

動きを児童が互いに撮影し合い、見合った。助走のリズムの取り

方、踏切足の上げ方、着地姿勢などについて自分の動きを見て課

題をとらえ、よりよい動きをイメージしながら練習を行うことが

できた。 

振り返りの段階では、高まった動きを提示し、どんな所がよいのかを話し合わせ、次時の学習に生

かすようにした。 

【実践例５】 ５年生「タグラグビー」 

   課題解決の段階で、チームごとに作戦を考え、その動きをタブ

レットＰＣで撮影し、後で見て話し合うようにした。自チームの

動きを中心に撮影し、作戦の実行の状況を振り返ったり問題点を

見つけたりすることができた。 

また、書き込み機能を生かし、画面を作戦ボードとして使った。

画面上に人の位置を○や×などで、人の動きを→で、パスを―で

書き込み、作戦を表し、グループでの話し合いに生かした。画面は、かいたり消したりできる上、保

存もでき、話し合いに効果的に活用していた。 

【実践例６】 ６年生「マット運動」 

課題解決の段階で、タブレットＰＣを三脚を使って固定し、マッ

ト運動の動きを撮影した。児童は、随時、動きを再生し、自分の動

きを見ながら課題を見つけて練習した。考えては動きを試し、その

動きを見てまた考える、というように思考・判断を繰り返しながら

練習し、動きを高めていった。それぞれの技のポイントや、スムー

ズな連続技について、実際の動きと自分の感覚とを一致させる上で、

タブレットＰＣを効果的に活用することができた。 

振り返りの段階では、タブレットＰＣの送信機能を生かし、各グループで撮ったよい動きをテレビに

映し、皆で共有し、次時に向けてよりよい動きを目指す意欲を高めた。 

 

③ 実践の考察 

ア 学習過程の各段階における活用について 

 「課題把握」の段階における活用 

    ・モデルの提示では、実際の児童の動きを見せる場合と違い、動きのスロー再生や一時停止などが

容易にでき、ポイントにしっかり着目させることができた。 
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・自分の課題がつかめていない児童に、動画のスロー再生を見せて、課題をつかませることができ

た。これにより、自己の課題に合った練習の場を選ぶようにすることができた。 

    ・タブレットＰＣ等からテレビに動画や静止画を転送でき、大きな画面で動きを確認することができ

た。   

   「課題解決」の段階における活用 

    ・タブレットＰＣを作戦ボードとして活用し、ゲームの中でのパスの順序を確認するなど動きの可視

化と共有ができた。 

・動きを録画・再生し、観点を明確にして話し合うことにより、効果的・効率的に動きを高めてい

くことができた。 

・児童自身が機器操作を行い、動きを撮影し合うようにすることにより、互いの動きを視点をもっ

てとらえ、気付いたことをアドバイスすることができた。（４年生以上） 

   「振り返り」段階における活用 

    ・練習前後の動きの比較に活用し、伸びを視覚的にとらえさせることができた。 

イ 運動の種目ごとの活用について 

「個人種目」（体つくり運動、陸上運動、器械運動、水泳など）における活用 

    ・タブレットＰＣ等の録画・再生機能を生かして、個人の動きの可視化を図ることができた。じっく

り見せたい所で一時停止やスロー再生をしたり、画面への書き込みをして体の部分の動きに着目

させたりした。このことが課題把握や課題に合った練習の場の選択に生かされた。 

   「集団種目」（ボール運動、表現運動） 

    ・タブレットＰＣ等の録画・再生機能を生かして、チームの動きの可視化を図ることができた。グル

ープ全体の動きを撮影することにより、児童が把握できていない情報を提供できる。また、作戦

を実行する前後、練習の前後での動きの比較に活用し、作戦や練習の効果を確かめさせることが

できた。 

 

５ 研究の成果 

平成２４・２５・２６年度大牟田市研究指定・委嘱校として、研究主題を「進んで運動の楽しさを味わう子

どもを育てる体育教育」と設定し、児童の実態や課題に応じた複数の場づくり、動きの確実な習得を支え

る言語活動の位置付け、ＩＣＴ機器を活用した動きの可視化などの体育科指導を中心とした研究実践を行う

とともに、児童が日常的に運動に親しむための運動環境づくり、家庭・地域との連携などの体育教育の全

体的な取組を進めたことにより、児童が運動の楽しみ方、行い方、高め方を身に付け、運動への関心・意

欲をより高め、主体的な運動実践への定着へとつなげることができた。 

体力テストの結果でも、上体起こし、シャトルラン、５０ｍ走などで伸びが見られた。（表） 
 
体力テスト・男子（全国平均を上回った学年の数／６学年中） 

 握力 上体起こし 長座体前屈 反復横跳び シャトルラン ５０ｍ走 立ち幅跳び ボール投げ

24 年度 ５ １ ３ ３ ２ ０ ４ ０ 

26 年度 １ ３ ２ ４ ５ ２ ５ ０ 

体力テスト・女子（全国平均を上回った学年の数／６学年中） 
 握力 上体起こし 長座体前屈 反復横跳び シャトルラン ５０ｍ走 立ち幅跳び ボール投げ

24 年度 ３ ４ ３ ５ ３ １ ４ ０ 

26 年度 １ ５ ０ ４ ６ ２ １ ２ 
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  １１月５日の研究発表会では、３年間の取組を研究主任が発表し、市内を中心とする３００名以上の参加者

に向けて研究成果を発信した。講師の愛媛大学教育学部保健体育学科准教授の日野克博先生からは、研究

の成果と課題について具体的な指導助言をいただくとともに、ＩＣＴの活用を含めた今後の体育科学習指導

の展開、体育教育の在り方を示していただき、次年度への研究の方向性をはっきりととらえることができ

た。 

 

６ 今後の課題・展望 

  体育科学習について、児童が友達とかかわりながら動きを高めていくようにするため、場づくりの工夫

とＩＣＴ機器の有効活用について実践と検証を進めていく。 

  場づくりの工夫に関しては、児童にとって動きのポイントをつかみやすくする場、スモールステップで

動きを高めていく場、動きの高め方について話し合う場についてさらに追究する。 

  ＩＣＴ機器の有効活用に関しては、活用の目的（モデルの提示、動きの比較、できばえの確認など）をは

っきりさせるとともに、学年段階や運動の種目に応じた活用の仕方について研究を深め、より意図的・効

果的な活用ができるようにする。 

  また、３年間積み上げてきた、体育科と他教科等との関連、教育課程外の取組との関連、および家庭・

地域との連携などの取組を今後も継続・拡充していき、体育科学習の授業とともに体育教育全体を充実さ

せ、「進んで運動の楽しさを味わう子ども」の育成を図っていく。 

 

 


